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『化粧品部外品広告』 セミナー申込書

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル 7F
TEL)  03-5857-4811  FAX)  03-5857-4812  URL)  http://www.rdsc.co.jp/

NO. 201093

◆日　 時 ： 2020年10月28日（水）　10：00～16：30

◆会　 場 ： 商工情報センター　9F　第2研修室

◆受講料 ： 1名につき55,000円（税込、資料付）

受講料の支払いに関してはＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

会社・大学 ●セミナーの受講申込みについて●

お名前 所属 E-Mail

電話番号 FAX

住　　所

 株式会社フィデス 代表取締役社長 久保 京子　氏

広告・表示の法規制が強まるなか、社内や取引先のコンプライアンス対策が重要度を増しています。薬機法においては医薬品等適正広告基準の平成29年改
正、景品表示法においては、不実証広告規制に伴う根拠データと広告表示の整合性や、表示の適正管理体制構築が求められるなど、今や広告・表示のコン
プライアンスは広告制作やマーケティング部門だけでなく、商品開発、品質保証部門の役割の重要性が高まっています。特に自社製品の広告チェックや商品
企画での訴求ポイントを検討される際、次のようなお悩みのご担当者も多いことと思います。「グレーゾーンの広告の適法判断基準を持ちたい。」「社内や取引
先からの広告表示の問合せに適切に対応し、理解を促したいのだが。」「表示規制を理解した上での自社ならではの商品訴求を。」本講座では、化粧品（医薬
部外品）広告の法規制において、ぜひ押さえておくべき広告・表示の法律のポイント、最近の不当表示判断傾向、実際の広告事例を解説します。
知識として理解するだけでなく、実務ですぐに役立つ内容となっています。化粧品（・医薬部外品）メーカー、卸、流通における、マーケティング部門、商品開発
、品質保証部門、消費者及び顧客対応部門及びコンプライアンス関連部門の方々に、広く受講いただきたい内容です。

化粧品・医薬部外品広告法務の
実務者が押さえておくべき最新の

法規制動向と広告表現の重要ポイント

【講師】

【趣旨】 

１．化粧品広告の法規制を理解する
　ａ．比較で捉える景品表示法と医薬品医療機器等法の視点の違い
　同じ不当表示であっても、景表法と薬機法とでは規制の視点が異なります。両
法を比較しながら確認することで、法規制の基本的な考え方が見えてきます。
　1-a-1広告表示規制の3分類
　1-a-2法律の目的
　1-a-3規制対象となる表示・事業者
　ｂ．医薬品医療機器等法の基本を押さえる
　どんな製品が薬機法規制を受けるのか、規制を受けるポイントはどこにある
のか、ざっくりと把握します。
　1-b-1製品の薬事該当性と広告規制
　1-b-2「医薬品医療機器等法」と「医薬品等適正広告基準」
　1-b-3医薬品等適正広告基準のポイント（医薬品等適正広告基準平成29
年改正変更点含む）
２．最近の違反事案から読み取る不当表示判断傾向と対策
　ａ．景品表示法違反のリスク
　行政の広告監視はどこに向かっているのか、なぜ違反とみなされてしまっ
たのか、何を注意すべきなのか　事例を整理してみます。

◆定　 員 ： 15名（満席になり次第、募集を終了させていただきます。）　

　　　※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。

　　　・1名でお申込みされた場合、1名につき49,500円（税込）

　　　・2名同時でお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で55,000円（税込））

　必要事項をご明記の上、FAXでお申込

み下さい。弊社から受付完了のご連絡を

いたしまして受講券、請求書、会場の地

図をお送りいたします。

　セミナーお申込み後、ご都合により出席

できなくなった場合は代理の方がご出席

下さい。代理の方も見つからない場合、

営業日（土日祝日を除く）で8日前までで

したらキャンセルをお受けします。

【プログラム】 

　2-a-1不実証広告規制による措置命令処分事例
　2-a-2表示の裏付けとなる「合理的な根拠」データの判断基準とは
　2-a-3特に注意したい表示「打消し表示」「体験談」「定期購入」「No.1表示」
　2-a-4明日から始める社内広告チェックのポイント
ｂ．ネットにおける様々な広告手法および法律上の問題点
　新しい広告手法が次々と登場する中、どのような点が法律上の問題となるのか
、注目を集めている広告手法に対する行政判断を確認します。
　2-b-1口コミサイト
　2-b-2アフィリエイト
　2-b-3薬機法上の広告該当性判断
３．実際の広告事例で学ぶ広告表現
　シミ、しわ、体験談等々、法に抵触する可能性の高い表現と適正表現の違いを
、実際の広告事例から学びましょう。
　実際の広告事例を各自チェック＋講師解説＋質疑応答
４．化粧品広告規制理解度チェック
　あなたも満点が取れるはず。薬事広告に関する理解度を、クイズ形式で確認し
ましょう。
　化粧品広告規制理解度チェックシート＋講師解説

セミナーお申込みＦＡＸ
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※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。


